
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問　
　

20
人
が
一
般
質
問　

市
政
の
〝
そ
こ
〟
を
問
う
！
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問　
令
和
７
年
８
月
の
大
雨

に
よ
り
被
災
し
た
市
道
や
農

地
等
の
災
害
復
旧
状
況
は
ど

う
か
。

答　
道
路
災
害
34
件
、
農
地

災
害
１
４
９
件
、
農
業
用
施

設
災
害
55
件
で
、
令
和
７
年

12
月
ま
で
に
国
の
災
害
査
定

を
終
了
し
、
本
格
的
な
災
害

復
旧
工
事
を
速
や
か
に
進
め

る
た
め
に
、
工
事
発
注
を
順

次
行
っ
て
い
る
。

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の

保
存
活
動
を

問　
本
市
の
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ

ジ
に
関
す
る
活
動
の
現
状
は

ど
う
か
。

答　
現
在
、
保
存
活
動
は
愛

好
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お

り
、
本
市
は
認
知
度
の
向
上

を
図
る
た
め
、
開
花
時
期
に

合
わ
せ
、
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
に
て
写
真
パ
ネ
ル
展

や
、
個
人
宅
の
庭
を
一
般
公

開
す
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

を
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
分
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
と
連
携
し
て
、
国
分

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
西
側
入

り
口
付
近
な
ど
に
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
の
植
栽
も
行
っ
て
い

る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　
母
子
保
健
情
報
の
電
子

化
に
つ
い
て
、
国
の
方
針
を

踏
ま
え
、
本
市
に
お
い
て
実

効
性
あ
る
活
用
を
進
め
る
た

め
の
今
後
の
計
画
は
ど
う

か
。

答　
国
は
母
子
保
健
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
、
情
報
連
携
基
盤
の

整
備
や
電
子
母
子
手
帳
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
も
、
国
の
方
針
を
踏

ま
え
、
利
便
性
向
上
に
向
け

段
階
的
に
シ
ス
テ
ム
改
修
を

進
め
て
い
く
。

問　
母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ

「
き
り
っ
こ
」
に
つ
い
て
、

導
入
目
的
、
登
録
者
数
や
利

用
状
況
、
費
用
、
現
在
の
活

用
状
況
の
評
価
は
ど
う
か
。

答
「
き
り
っ
こ
」
は
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
と
情
報
提
供

を
目
的
に
令
和
５
年
度
に
導

入
。登
録
者
は
約
３
千
人
で
、

健
診
案
内
や
各
種
予
約
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
費
用

は
初
期
76
万
円
、
年
間
約
１

０
２
万
円
。
登
録
者
は
増
加

し
て
お
り
、
手
続
き
の
簡
素

化
や
事
務
の
効
率
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　
令
和
８
年
度
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間

を
７
時
間
へ
短
縮
す
る
方
針

に
つ
い
て
、
働
き
方
改
革
と

の
整
合
性
や
見
直
し
の
理

由
、
フ
ル
タ
イ
ム
化
の
検
討

は
必
要
な
か
っ
た
か
。ま
た
、

対
象
者
や
減
額
の
影
響
、
職

員
の
生
活
や
意
欲
、
業
務
負

担
や
人
材
確
保
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。

答　
勤
務
時
間
の
見
直
し
は
、

国
の
指
摘
や
通
知
に
基
づ
き

実
施
し
た
も
の
で
、
業
務
の

効
率
化
を
前
提
に
１
日
７
時

間
と
し
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
へ

の
切
り
替
え
は
行
わ
ず
、
業

務
効
率
化
や
分
担
変
更
を
前

提
と
す
る
。
収
入
へ
の
影
響

は
認
識
し
て
い
る
が
、
業
務

改
善
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
推
進
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
実
態

把
握
に
努
め
、
必
要
な
対
応

を
行
っ
て
い
く
。　

問　
学
校
図
書
館
司
書
の
勤

務
時
間
見
直
し
は
、
教
育
施

策
と
の
整
合
評
価
は
あ
る

か
。
ま
た
、
教
員
の
業
務
負

担
増
は
あ
る
か
。

答　
今
回
の
見
直
し
で
は
、

学
校
運
営
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
各
学
校
長
に
シ
フ
ト
例

を
提
示
し
、
業
務
効
率
化
を

依
頼
し
て
い
る
。
教
育
施
策

と
の
整
合
性
の
検
証
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
教
員
の
負
担

が
増
え
な
い
よ
う
業
務
の
精

査
と
効
率
化
を
進
め
て
い

く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　
管
理
者
不
在
墓
地
の
現

状
は
ど
う
か
。

答　
共
同
墓
地
の
管
理
の
た

め
所
在
地
や
管
理
者
等
を
リ

ス
ト
化
し
て
い
る
。
状
況
を

掌
握
し
た
場
合
、
新
た
な
管

理
者
を
選
定
し
届
け
出
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
が
、
成
り

手
不
足
等
で
決
ま
っ
て
い
な

い
共
同
墓
地
も
存
在
し
て
い

る
。
本
市
の
共
同
墓
地
は
現

時
点
で
５
５
３
件
、
う
ち
管

理
者
不
在
墓
地
は
29
件
で
あ

る
。
地
元
自
治
会
等
に
対
し

管
理
者
選
出
の
協
力
を
依
頼

し
て
い
る
。　

問　
手
続
き
に
係
る
支
援
や

管
理
代
行
な
ど
救
済
措
置
を

講
じ
、
持
続
可
能
な
運
営
体

制
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　
改
葬
等
の
手
続
き
に
は

管
理
者
の
証
明
が
必
要
で
あ

り
、
不
在
の
共
同
墓
地
は
市

が
埋
蔵
・
収
蔵
等
の
事
実
確

認
を
行
い
証
明
す
る
な
ど
可

能
な
範
囲
で
支
援
し
て
い

る
。
維
持
管
理
の
代
行
は
考

え
て
い
な
い
が
災
害
等
に
よ

り
著
し
く
影
響
が
あ
る
状
況

が
発
生
し
た
場
合
、
自
治
会

等
に
相
談
の
上
、
適
切
に
対

応
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

福
祉
部
局
に
お
け
る
連
携
強

化
と
専
門
的
知
見
を
持
つ
正

職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職

員
の
確
保

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　
隼
人
駅
東
西
自
由
通
路

は
い
つ
か
ら
利
用
で
き
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
。

答　
東
西
自
由
通
路
は
令
和

８
年
３
月
末
に
完
成
予
定
だ

が
、
駅
舎
や
広
場
へ
つ
な
が

る
歩
道
の
整
備
を
経
て
、
同

年
秋
頃
に
供
用
を
開
始
予
定

で
あ
る
。

　

東
西
自
由
通
路
の
開
通
と

東
口
駅
前
広
場
の
整
備
に
よ

り
、
駅
東
西
の
往
来
や
公
共

交
通
の
利
便
性
が
高
ま
り
、

駅
西
側
の
既
存
商
店
街
と
駅

東
側
の
新
商
業
業
務
地
と
の

交
流
人
口
が
増
加
し
、
駅
周

辺
地
区
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

隼
人
駅
周
辺
の
渋
滞
緩
和
策

を問　
朝
夕
の
通
勤
・
通
学
時

間
帯
の
見
次
踏
切
の
渋
滞
に

対
し
、
抜
本
的
な
解
決
策
と

し
て
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
化
を
計

画
・
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
化
構
想

は
、
平
成
18
年
度
か
ら
事
業

化
に
向
け
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
た
が
、
地
元
の

理
解
を
得
ら
れ
ず
断
念
し
た

経
緯
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
渋
滞
緩
和
を
図

る
重
要
な
路
線
で
あ
る
た

め
、
整
備
内
容
や
事
業
手
法

等
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
検
討
を
進
め
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

隼
人
駅
か
ら
鹿
児
島
神
宮
エ

リ
ア
の
活
性
化

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　
天
降
川
に
複
数
個
所
設

置
さ
れ
て
い
る
樋
門
と
排
水

機
場
に
関
し
て
、
増
水
し
た

際
の
手
順
と
判
断
基
準
は
定

め
ら
れ
て
い
る
か
。

答　
樋
門
と
排
水
機
場
の
運

用
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の

立
地
条
件
や
流
域
特
性
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
一
律
の
手

順
書
や
判
断
基
準
を
定
め
た

も
の
は
な
く
、
現
場
を
熟
知

し
た
地
元
の
消
防
団
が
安
全

を
最
優
先
に
操
作
を
行
っ
て

い
る
。

樋
門
の
開
閉
自
動
化
は

問　
大
雨
に
よ
る
増
水
時
の

樋
門
操
作
は
危
険
か
つ
重
労

働
で
担
当
者
の
負
担
が
大
き

い
た
め
、
樋
門
の
開
閉
自
動

化
等
、
担
当
者
の
負
担
の
軽

減
を
検
討
す
る
計
画
は
な
い

か
。

答　
自
動
化
さ
れ
た
野
口
樋

門
を
除
く
７
か
所
の
樋
門
で

は
、
消
防
団
が
人
力
で
樋
門

の
開
閉
操
作
を
行
っ
て
お
り

負
担
が
大
き
い
。
今
後
、
団

員
の
高
齢
化
に
伴
う
人
員
不

足
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
団
員
の
負
担
軽
減
が
図

れ
る
よ
う
、
県
と
活
動
状
況

等
を
情
報
共
有
し
、
必
要
に

応
じ
て
樋
門
操
作
の
自
動
化

等
に
つ
い
て
要
望
し
て
い

く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

ま
え

し
ま

ひ
ろ

の
り

前
島
　
広
紀 

議
員

国分シビックセンター西側入口に
植栽したキリシマツツジ

田
中 

紗
弥
佳 

議
員

た   

な
か

さ　

 

や　

 

か

山
口
　
仁
美 

議
員

や
ま

く
ち

ひ
と

み

久
保
　
史
睦 

議
員

く

ぼ

ふ
み

ち
か

た
け 

し
た

と
も 

ゆ
き

竹
下
　
智
行 

議
員

※

※
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

　

交
差
す
る
道
路
や
鉄
道
な
ど

の
下
を
通
過
す
る
た
め
、
周
辺

よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
道
路

こ
う

や
ま

じ

ろ
う

香
山
　
二
郎 

議
員姫城２号樋門と建設中の排水機場


